
〈穿刺吸引材料〉最低必要直接塗抹標本枚数：湿潤固定1枚、乾燥固定1枚

※採取検体は微量であることが多く乾燥しやすいため、標本作製は必ず採取現場で行い、塗抹後、直ちに固定液に入れてください。

1.穿刺後一度針をはずす
2.注射器に空気を入れる
3.再度針を付け、検体を
　スライドガラスの
　上に吹き出す

直ちに別のスライドガラスを
軽く合わせる

⇨
⇨
⇨

直ちに湿潤固定
(95%エタノールに30分以上)

固定剤にて固定⇨

直ちに乾燥固定
(冷風ドライヤー)
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 ・ 専用検体としてご提出ください。
 ※ 専用容器以外での喀痰提出の場合は、冷蔵にて提出してくだ

さい。

採取方法
1. 朝食や歯磨き前に喀痰を出してください。
 ※ 口を綺麗にするため 2 〜 3 回口をすすいでください。
2. 容器の外蓋を開けて、内シールを全部剥がして捨ててください。
3. 深呼吸をし、強くせきをして喀痰を容器に入れてください。
 ※ 喀痰はティッシュに包まずに提出してください。
4. 喀痰を入れた後は、外蓋をしっかりと閉め、20 回以上容器を

強く振ってください。
5. 3 日間の喀痰を入れる場合は、ラベルの青線を超えないように

してください。

●検査材料別　細胞採取〜固定方法及び提出方法
＜呼吸器＞

＜採取液・胆汁・膵液等＞
 ・ 原則として採取直後より冷蔵保存してください。

＜穿刺液・胸水・腹水・関節液等＞
 ・ 胸水、腹水等の体腔液はフィブリン析出を防ぐ為、抗凝固剤（検体 1mL に対して、ヘパリンの場合 0.01 〜 0.1㎎、EDTA

の場合 1㎎、3.8％クエン酸ナトリウムの場合 0.1mL、フッ化ナトリウムの場合 5 〜 10㎎）を添加してください。また、細胞
診と同一検体で EGFR 検査の依頼がある場合は、ヘパリンは使用しないでください。

 ・ 液状検体の場合は採取後、直ちに 2,500 回転 3 分（髄液は 1,500 回転 5 分）遠心し、沈渣をスライドガラスに塗抹後、
95％エタノールに 30 分以上浸し、乾燥させずに固定剤で固定した上で、ご提出ください。

　 尚、細胞が少ないと思われる場合はスライドガラスに塗抹後、直接固定剤を滴下するか噴霧してください。

＜穿刺吸引　乳腺・乳汁・甲状腺等＞
 ・ 湿潤固定標本
　 塗抹後、直ちに固定剤で固定してください。
　※ 乾燥しないように注意してください。
 ・ 乾燥固定標本
　冷風ドライヤー等で固定を行ってください。
 ・ 原則として穿刺吸引材料は未染色の直接塗抹標本（最大 4 枚、湿潤固定標本は必須）でご提出ください。
 ・ 細胞採取量が少ない場合は針洗浄液（サイトリッチ液）を提出してください。
 ・ 注射針は必ず、はずして提出してください。
 ・ 依頼書添付のスライド専用ラベルに必ず鉛筆で患者名（フルネーム）、固定方法を記載し貼付してください。
　 ※一度貼って剥がしたラベルは再利用せず、新しいものを使用してください。
　 ※ラベルは出来るだけスライドガラスからはみ出さないように貼付してください。
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内シール


